
５年生保護者の皆様 

                                                  篠山市立岡野小学校 校長 杉本 克治 

              ５年生『篠山市学力状況調査』の結果について 

 ４月１７日に実施しました「篠山市学力状況調査」の結果を報告します。５年生全体としては、国語、

算数、理科いずれにおいても目標値を上回り良好な結果でした。学力の定着状況をご理解いただき、学習

習慣の改善や学校の教育活動に対して支援をお願いします。 

 

                正答率（％） 

問題内容（問題数） 

５年 

目標値 本校 

国語 〇成果 漢字を読む（４問） ８９ △１００ 

●課題 ポスターを作る（２問） ４３ ▼３６ 

算数 〇成果 分数（４問） ７８ △８９ 

●課題 面積（３問） ４７ ▼３２ 

理科 〇成果 天気のようすと気温（３問） ６７ △９１ 

●課題 電気のはたらき（４問） ６３ ▼６１ 

  ※目標値は、学習内容に対して正答できることを期待した児童の割合（点数）です。 

 

＜５年国語＞  

〇成果……漢字を読む（「給食」、「栄養」、「量」、「残さず」） 

 「漢字を読む（4 問）」の正答率は、100％（目標値 89％）でした。学校では、授業や朝のスキルタ

イムで新出漢字の指導を丁寧に行いました。そして、家庭学習での練習、小テストでの確認を繰り返す

ことにより漢字の定着を図りました。このような漢字学習の取り組みの成果だと考えています。「漢字

を書く」問題も正答率 85％（目標値 65％）という結果で目標値を大きく上回りました。 

●課題……ポスターを作る 

「ポスターを作る（２問）」の正答率は、36％（目標値 43％）と目標値を下回りました。ポスターに

書いてある情報を正しく読み取ったり、話し合いの結果の要点をまとめたりする力に課題があります。

この結果から、新聞やポスター等、身の周りにある様々な情報の中から、キーワードを見つけて分かっ

たことを適切な言葉で表現する手立てを、今後の授業の中で工夫していきます。また、実際の話し合い

活動においても、要点をまとめて書く活動を取り入れていきます。 
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題
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 （１）では、「体格」と「体力」の関係に触れずに誤答となった児童が 62％いました。

「体格」「体力」それぞれの変化の様子に気付いて、どう関係しているのかを考えてまと

めることが大切になります。 

（２）の問題では、話し合いの中での「学校の休み時間や昼休みなどでできること」と

いう内容をとらえず、「２」と回答している児童が 28％いました。話の内容を丁寧に聞く

ことを普段から心がけておく必要があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正解】 

（１）→「体格は大きくなったが、 

体力は低下した。」 

▼岡野小２４％ 目標値３０％ 

（２）→「３」 

▼岡野小４８％ 目標値５５％ 

 



＜５年算数＞ 

〇成果……分数 

 「分数（４問）」の正答率は 89％（目標値 78％）でした。これは、絵や図、そして具体物を使うな

ど、授業を工夫して行ったことの成果が表れていると思われます。また、朝のスキル学習や週末の「復

習プリント」等を通して、苦手な問題を中心に何度も取り組んだ成果だと思われます。 

●課題……長さ・重さ 

「面積（3 問）」の正答率は 32％で、目標値 47％を下回りました。面積を求めた後に単位換算をする

ことや、面積を求める式から図を考えたり、説明したりすることに課題があります。また、「いろいろ

な形（3 問）」の正答率も 52%で、目標値の 61％を下回っていました。したがって、今後は面積や体積

については、公式を使って正しくするだけでなく、面積や体積の量感を育てる指導を心掛け、理解を伴

った単位換算ができる力を育てていきます。また、平面図形や立体の指導でも視聴覚機器や実物を使

う場面をより多く取り入れて理解が深められるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題のある問題 

 

【正解】→（１） 

▼岡野小３８％  

 目標値５０％ 

 

 「㎡」でなく「㎢」で答える問題

です。長方形の面積の公式は覚え

ていて 3000×4000の計算はで

きていますが、「㎢」に単位換算せ

ずに「４」と回答した児童が 28％

いました。また、単位換算を間違

えて回答した児童も 29％いまし

た。1 ㎢＝1000000㎡の意味を理

解していることが大切です。 



＜５年理科＞ 

〇成果……天気のようすと気温 

 「天気のようすと気温（３問）」の正答率は 91％、目標値の 67％を大きく上回る結果となりました。 

授業の中で、子どもたちが「なぜだろう」と疑問に思ったことをもとに予想を立て、疑問を解決するた

めに実験や観察を行い、結果や分かったことをもとに考えを深めていくという授業に取り組んできた

成果だと考えられます。学年末にプリント等を通して 1 年間の復習をしっかりと行ったことも成果に

つながっていると考えられます。 

●課題……電気のはたらき 

「電気のはたらき（4 問）」の正答率は 61％（目標値 63％）でした。誤答が多かったのが、「光電池

のはたらき」の影の向きから太陽の方向を読み取り、速く走るソーラーカーを推測する問題でした。 

どちらが速く走るかは答えられていますが、理由説明が不十分な回答が多くありました。したがって、

今後は、授業において予想や実験結果等について考える場面で、「なぜそうなるのか」を自分の言葉で

説明する活動をより大切にしていきます。 
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題
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あ
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 あきらさんの方が速いと答えて

いても、理由が正しく説明できて

いなかった児童が 62％いました。

普段から理由を説明する習慣をつ

けておくことが大切です。 

【正解】 

（名前）「あきらさん」 

（わけ）ソーラーカーの光電池が太陽の

方を向いているから 

▼岡野小３３％  

 目標値５０％ 


